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地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
海
面
上
昇
が
起

こ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
沿

岸
域
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
変
大
き
く
、
地

球
温
暖
化
問
題
・
環
境
問
題
に
は
、
そ
の

前
の
段
階
で
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

温
暖
化
で
極
地
の
氷
が
解
け
る
こ
と
は

誰
で
も
察
し
が
つ
く
だ
ろ
う
が
、
海
水
の

熱
膨
張
に
つ
い
て
は
一
般
の
人
に
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
実
は
、
温
暖
化
に

よ
る
海
面
上
昇
は
、
両
者
の
影
響
が
半
分

ず
つ
な
の
で
あ
る
。
海
水
の
熱
膨
張
は

2/10000/
oC

で
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
水

深
で
三
℃
上
昇
す
れ
ば
海
面
は
六
セ
ン

チ
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
水
深
で
同
程
度

上
昇
す
れ
ば
三
〇
セ
ン
チ
も
上
が
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
に
氷
が
解
け
る
分
を
加
え

る
と
、
今
世
紀
末
に
は
九
〜
八
八
セ
ン
チ

の
海
面
上
昇
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
な
る
と
、
土
地
は
水
没
し
、
砂
浜

や
海
岸
の
侵
食
が
起
こ
る
。
影
響
は
海
岸

の
構
造
物
や
港
湾
、
漁
港
、
海
岸
保
全
物

に
及
ぶ
ほ
か
、
最
終
的
に
は
自
然
生
態
系

や
景
観
、
農
業
、
漁
業
、
水
資
源
な
ど
に

も
影
響
が
出
る
。

具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
み
る
。
海
面

上
昇
に
よ
る
国
内
の
海
面
下
地
域
の
面

積
・
人
口
・
資
産
を
試
算
す
る
と
、
左
下

の
表
の
よ
う
に
な
る
。
満
潮
・
干
潮
で
潮

位
は
変
化
す
る
が
、
平
均
海
面
で
海
面
が

一
メ
ー
ト
ル
上
が
る
と
、
平
均
海
面
下
の

低
地
面
積
は
現
在
の
二
倍
近
く
に
な
る
。

人
口
も
一
〇
二
万
人
か
ら
一
七
八
万
人
、

資
産
は
三
四
兆
円
が
五
三
兆
円
に
増
加
す

る
。
高
潮
や
津
波
の
際
に
は
当
然
こ
れ
以

上
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
高
潮
堤
防
な
ど

が
あ
る
の
で
、
海
面
が
上
昇
す
れ
ば
い
き

な
り
水
が
入
っ
て
く
る
わ
け
で
は
な
い

が
、脆
弱
性
は
非
常
に
増
す
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
東
京
湾
の
高
潮
堤
防
は
大
潮
の

満
潮
の
高
さ
を
基
準
に
つ
く
ら
れ
て
い
る

が
、
予
想
さ
れ
る
海
面
上
昇
が
あ
っ
た
場

合
、
高
潮
と
台
風
が
一
緒
に
く
れ
ば
か
な

り
危
な
い
状
況
に
な
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
波
は
岸
に
近
づ

い
て
砕
け
、
少
し
残
っ
た
波
が
「
波
の
打

ち
上
げ
高
」
と
な
る
が
、
海
面
が
上
昇
す

れ
ば
水
深
が
増
し
、
今
ま
で
遠
く
で
砕
け

て
い
た
波
が
近
く
ま
で
来
る
の
で
、
波
の

打
ち
上
げ
高
も
増
え
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。
海
面
上
昇
と
打
ち
上
げ
高
の
増
加
が

ダ
ブ
ル
で
効
い
て
く
る
分
、
堤
防
の
高
さ

も
そ
の
分
嵩
上
げ
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。さ

ら
に
砂
浜
の
侵
食
に
つ
い
て
試
算
し

て
み
る
と
、
一
メ
ー
ト
ル
の
海
面
上
昇
に

よ
っ
て
、
現
在
の
砂
浜
は
九
〇
パ
ー
セ
ン

ト
失
わ
れ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
影
響
に
対
し
て
は
、
あ

く
ま
で
対
症
療
法
的
な
対
策
で
あ
る
が
、

堤
防
や
護
岸
の
嵩
上
げ
、
水
門
の
改
良
な

ど
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
す
べ
て
お

こ
な
っ
た
ら
一
一
・
五
兆
円
か
か
る
と
試

算
さ
れ
、
こ
の
投
資
を
数
年
間
で
お
こ
な

う
の
は
我
が
国
の
予
算
・
国
力
で
は
無
理

な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
海
面
上
昇
が
起
こ

っ
て
か
ら
対
策
を
施
す
の
で
は
な
く
、
今

か
ら
計
画
的
に
、
た
と
え
ば
堤
防
改
修
時

に
嵩
上
げ
も
お
こ
な
う
な
ど
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
、
根
本
的
な
対
策
を
と
る
こ

と
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
抑
制
す
る
努
力
を
す
べ
て
の
面
で

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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今
年
、
京
都
議
定
書
が
発
効
し
た
。
一

九
九
〇
年
比
で
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
が
目
標
だ
が
、
二
〇
〇
二
年

に
は
一
九
九
〇
年
か
ら
実
質
七
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
も
増
加
し
、
実
際
は
一
三
・
六
パ

ー
セ
ン
ト
も
削
減
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。
こ
の
数
字
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
か
な
り

大
き
い
。

し
か
し
、
原
発
事
故
に
よ
る
長
期
停
止

の
影
響
分
の
調
整
や
、
森
林
吸
収
な
ど
に

よ
る
吸
収
源
対
策
（
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
活
用
（
一
・
六
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
？
）
、
代
替
フ
ロ
ン
等
の
温
室
効

果
ガ
ス
対
策
（
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
な
ど
に

よ
っ
て
八
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
削
減

が
可
能
だ
と
考
え
る
と
、
残
り
は
四
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、
実
質
的
に
は
こ
れ

を
減
少
さ
せ
る
対
策
が
必
要
と
な
る
。

で
は
、
日
本
は
ど
の
よ
う
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３

（
京
都
会
議
）
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
省
エ
ネ
の
推
進
・
導
入
を
考
え

る
と
い
う
こ
と
だ
。
原
子
力
発
電
稼
動
率

向
上
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
等
、
供
給
部

門
で
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
は
減
ら
せ

る
だ
ろ
う
。
産
業
部
門
・
民
生
部
門
・
運

輸
部
門
と
い
っ
た
需
要
部
門
に
お
い
て
も

削
減
努
力
は
必
要
で
、
現
在
、
省
エ
ネ
法

の
規
制
強
化
が
国
会
で
議
論
さ
れ
て
い

る
。省

エ
ネ
法
の
強
化
は
、
非
常
に
有
効
だ

ろ
う
と
私
は
思
う
。
具
体
的
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
合
理
化
に
つ
い
て
、
現
在

の
工
場
・
事
業
場
、
住
宅
・
建
築
物
に
加

え
て
、
新
た
に
運
輸
、
消
費
者
の
二
部
門

が
加
え
ら
れ
る
。

消
費
者
の
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
は
、
省

エ
ネ
家
電
の
導
入
な
ど
を
図
っ
て
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と
が
推
進
さ
れ

る
。
た
と
え
ば
、
家
電
店
で
も
省
エ
ネ
商

品
の
普
及
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

住
宅
・
建
築
物
分
野
の
省
エ
ネ
対
策
の

強
化
は
、
企
業
に
と
っ
て
も
非
常
に
イ
ン

パ
ク
ト
が
大
き
い
は
ず
だ
。
現
行
の
省
エ

ネ
法
で
は
非
住
宅
の
建
築
物
の
新
築
・
増

改
築
時
だ
け
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
改
定

後
は
大
規
模
改
修
時
も
対
象
に
な
る
ほ

か
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
大
規
模
住
宅
も

対
象
に
な
り
、
新
築
・
改
築
・
改
修
時
に

省
エ
ネ
対
策
が
必
要
と
な
る
見
込
み
だ
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
増
加
が
顕
著
な
運
輸

分
野
に
お
い
て
は
、
輸
送
業
者
が
省
エ
ネ

対
策
計
画
を
策
定
し
、
計
画
を
年
一
回
所

管
省
に
提
出
し
、
報
告
も
し
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
る
。
ま
た
、
製
造
業
な
ど
の
大

口
の
荷
主
も
省
エ
ネ
が
義
務
化
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
事
業
者
に
お
け
る
総
合
的
な

省
エ
ネ
対
策
の
強
化
が
目
指
さ
れ
て
い

る
。
現
在
、
一
定
規
模
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
う
事
業
場
に
電
気
管
理
士
、
熱
管

理
士
を
お
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
電

気
と
石
油
の
管
理
は
別
々
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
。
改
正
案
は
こ
れ
を
一
本
化
す
る

も
の
で
、
統
合
に
よ
っ
て
、
対
象
と
な
る

工
場
や
事
業
場
は
現
在
の
一
万
件
か
ら

一
・
三
万
件
に
増
え
、
カ
バ
ー
率
も
七
〇

〜
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
と
試
算
さ
れ

て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
法
改
正
に
対
応
す
る
に

は
、
企
業
に
も
相
応
の
知
識
を
も
つ
人
が

い
な
く
て
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
Ｃ
Ｏ
２
削

減
目
標
の
達
成
に
は
、
企
業
間
の
連
携
も

必
要
と
な
る
と
予
測
さ
れ
、
今
後
は
、
企

業
に
お
け
る
省
エ
ネ
・
温
暖
化
対
策
と
い

っ
た
総
合
的
な
観
点
か
ら
、
環
境
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
仕
事
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

改
正
法
の
施
工
期
日
は
平
成
一
八
年
四

月
一
日
。
こ
の
法
律
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
専
門
的
知
識
を
も
ち
、
総
合
的
に
環

境
対
策
を
見
ら
れ
る
人
が
必
要
と
な
る
。

今
後
は
Ｃ
Ｏ
２
展
開
を
含
め
て
、
環
境
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

COP3への対応と環境プランナーの役割
環境プランニング学会理事　参議院議員　早稲田大学客員教授　

藤末健三

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
を

ど
う
削
減
し
て
い
く
か

省
エ
ネ
法
改
正
で
、
対
策
強
化

こ
れ
か
ら
の
環
境
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
役
割
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